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研究背景

学校の体育の授業や部活動でストップウォッチを用いて計測す
る場合、ゴールをいつ超えたかを集中してみなければならず計
測者に負担がかかってしまう。
本格的な記録装置は高価で導入することができず先行研究の光
センサでの計測では導入に手間がかかってしまう。

研究目的

計測者が走者の動きに集中する必要をなくして負担を減らし、
測定器の導入を簡単にして技術がなくても陸上を計測できるよ

うにする。

研究方針

計測者の負担を減らすために自動で計測をして記録するシステ

ムを制作する。
ゴール地点にパソコンを置いて画像比較を用いて画像の変化か

らゴールを確認して測定をする。

使用言語 Python
使用ライブラリ OpenCV、numpy、time

結果

システムで計測された記録を「(A)システム」とする。ストッ
プウォッチを用いて手動で計測した記録は先行研究で平均で-
0.27秒の誤差が生じることが分かっているので、手動での記録
に0.27秒加えることで正しい記録との誤差を減らした記録を
「(B)手動」とする。

考察

表１から誤差が0.04秒ほどあった。システムの方では平均して
0.02秒ごとに写真を撮影している。一方手動計測の方では先行
研究の結果を用いて記録の修正をしたが計測者が異なるため多
少の誤差が生じていると考えられる。そのため記録(C)は正確
とは言えないが正しい記録に近づいていると考えられ、このシ
ステムは計測者による手動計測より正確だと推察できる。

結論

システムを使うことによって手動の時よりも誤差の少ない計測
を自動でできた。
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今後の課題

認識できる距離を⾧くする
複数人の認識をできるようにする

設計

実験方法

計測者とシステムで同時に計測する
計測者はストップウォッチを用いて手動で計測する
走者（男子高校生）は15m前からスタートする
システムはカメラから2ｍまでしか認識しないため走者はカメ
ラから2メートル以内を走り抜ける
（１）走者がスタートするタイミングで計測を開始する
（２）走者がゴールしたらタイマーを止める
（３）手動での記録とシステムの記録を比較する
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表1 計測結果


